
奥沢中和会会員の皆様

平成26年1月31日

奥沢中和会会長　鶴原典子

平成25年度第17回役員会（定例）報告

開催日時　平成26年1月25日（土）18：30～21：00　　於中和会館

Ⅰ、開会

Ⅱ、議事録著名人

Ⅲ、出席者、鶴原、清水、三浦、黒瀬、石川、柏木，戸田、小林、加賀谷

鶴巻、勝山、川口、　飯島、監事　上條、　金原、協力員　松田

会員、棚橋、細沼。

Ⅳ議題

1、　内田設計事務所からの期間延長分交通費、12月作業分請求への対応。

・1月17日（金）会長、副会長が事務所に行きヾこれ以上の支出は困難である

ことを伝えたが、下請けへの支払いなどを理由に支払いを求められたので、－

膚詳しい明細とその間の成果物の提出をうけて、決着することにした。

2、　内田建築設計事務所との契約解除に関する考察
・鉄筋コンクリートの建物は対震、防音などに優れているが高価であるふ

・震災、五輪などの影響で予算を一層大きく超えて高騰する不安が強い。

・建物の重量に対し地耐力に不安があることが最近判明した。

・鉄筋コンクリートから軽量鉄骨への転換はやむをえないとの結論に達した。

3、会館建設委託企業候補のプレゼンテーション（2社）
・当町会でははじめ4社の軽量鉄骨ハウスメーカーに呼びかけたが、そのうち

積水ハウス株式会社、とパナホーム株式会社の2社のプレゼンテーションが25

日午前から行われた。（2社は辞退）資料も届いているので、2月1日（土）に

も話し合いを続ける。（建設通信NO24に詳細）

Ⅴ、報告

1、　世田谷区からの防災助成金を受けたので折りたたみ式軽量リヤカーを購

入した。

以上
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